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蚕繭の螢光色に關する研究　I.螢光色相別に

採種したる次代蚕の諸種形質に就て

山崎壽

谷口岩藏

本試験は井上柳悟博士の御鋤めに僚り行ひたるものなり。蝕に深甚なる感謝の意を表す。

　1T緒　　　蓄L

櫛が紫外線照射に依昧享殊の螢馳嬢するものなる事は融の蔀實にして・輔に勧

ては大休に於て黄螢光色繭、紫螢光色繭及び之等中闇に位する螢光色繭に、黄繭にありては木L

体に於て朋黄螢光色繭、曙費螢光色繭及び之等巾間に位する螢光色蘭に分け得らるX事．而し

て之等螢光色繭が雌雄性と蟹接なる關係を窟し、白繭にありては黄螢光色繭に雄繭多く、紫螢

光色繭に雌繭多く、黄繭にありては明黄螢光色繭に雌繭多く、暗黄螢光色繭に雄繭多き事（國

獄家ヒ號及び共他2．3種類の獄雨珂は之れに反す）。

・寒．喉時の1懸度と制魏翻副係を有し・低麟燥の齢には高温多漁なる聯砒し・一一’

般に黄螢光色繭，明黄螢光色繭の割合多く、之れに反する傷合には紫螢光色繭、曙責螢光色繭

の融嬬すものな縛・ト耀」藤の搬に燃鷲・繊のもの砒して羅光舗・曜膿光
色繭の割合を増すものなる事、、叉之等螢光色覇は淘汰育成し得らるXものなる事筈既に明にせ

ら・れたる事柄にして街繭質にも差異あbとなすあり。　　　／．t

　余等は以，ヒ蓮べたる事實より成繭を螢光色別に採種し、飼育を行ひ、次代慧の形質の差異に

就て調査せるなり。

　1亙．　　言式：　　験　　　ヰ既　　　要

　昭和4年春期に前年に於て普通に探種せる國獄支七號を用ひ．飼育を行ひ、共域繭の一部を

紫外線に依り明黄螢光色繭、暗黄螢光色繭及び之等の中闇め螢光色を有する繭（以下略して軍

に中間色繭と稻ふる事とする）に三分し探種したるもの及び普通に探極しだるものに就て、昭

和五年に於て飼育試験を行ひ、次代驚児の各種形質の差異、域繭の螢光色の分wwlJtme　，卵色と

の閥係、病毒歩合等を調査せりo

　1∬　　試　　　験．　匠

　r昭和5年に於ける試験歴は普通置、明黄色旺、中闇色匠、曙責色置の四麗なりo

　帥ち普通匝は螢光色を顧慮せす從來の探種形式に則りたるもの。明黄色甑とは雌雄繭共に明

黄色。　中岡色顧とは雌虚爾聴共に中闇色。暗黄色随とは雌雄繭共に暗黄色なるものより探種しだ

るものなり。

　而して各旺共掃立に際し、籔蛾匠の蟻獄を充分涯和し、蟻紫0．59宛供用し。掃立頭数西ま0・29

宛2回を精確に数へ換鱗二せり，，
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　MV．試験成績
1．　経　過　　El　数

第　　　1　　　表

齢　　　　……k

1　齢　期　間

2　齢．期　問

3齢　期　闇
G　齢　　期　　間

5　齢　期　間

垂齢　期　問

襲麺　色斑　　　　明費色1蔽

1食桑・1㈱ll計鹸・・脚1計

臼tit“

5．〔｝6

3．05

3，11

4．00

8．09

2d．07

口時
L16
1，10

2．03

2，ユ5

8．01

日　1聯1日　il｛P

6。22　　5．02

4．コ5　　3，06

5．19　　3．15

6．151　d，09

　　1
、：：㍑ll

　　」

Fl時
1，11

1．14

1。23

2．Od

7．04

中間色斑
食剃搬・旨・

日時
6．13

d．20

5．1d

6．13

8．02

31，1d

「1　lrrr

5，06

3．05

3．1d

4．O盛

8，02

24．07

日時
1．16

1，10

2．Ol

2．04

7．07

暗黄色腿
1食桑rla　i絶食中1計

口時
6．22

4，15

5，15

6．08

8。02

31．1生

日時1
5．06

3．05

3．1些

d．04

8．09

1　…k

日時
1．16

1．10

2．01

2．15

日時
6．22

d．15

5．15

6。19

8．09

…8
P・・…

鵬濫徽は欄曜慰働譲ありとする嫉謝働にして・下の如胴一環境の下

に育成せられたるものと見倣し得べし。

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　2　　　表

齢　　　次

ユ　齢　期　　問

2齢　期　間
3　齢　期　間

d齢　期　間

5齢　期　間
粂　齢　期　　間

室　　　　内

温　　度（c）　　　灘　　度

劇劇鞠圃劃鞠
　度
25．0

27．0

25．5

25．0

25．0

　度
20．0

21，0

21，0

20。5

200゚　l　　　　o　　　　　　　．

　　度　　％
　22．3　 80．0

　22．9　　81．0

　23．1　　90，〔｝

　22．7　　90．O

　　5　goo
D…

室　　　　外

温度（・）t灘　度

　％　　％
55。0　　70．4

61。0　　72。d

61．0　　69．7

56．0　　70．1

49，o　　72　　

　　1・…

墨趣控組劃塾i勒
　慶
27．5

25．0

27．0

27．5

28．5

　度
3．0

6．5

6。4

10．0

9。5

、3監

ll：1

慧：l

I・5・・

　　％
100．00

100．00

100．GO

100．00

100．00

，。％｝，。％

50。0

4盛．0

33．0

39．0

85．6

75．3

77．3

8義．0

78．6

　帥ち同一環境下に飼育するも明黄色置、中闇色匠は噌黄色匠、普通賦に比し其脛過進むもの

なることを知り得。

　2．減慧歩合
掃立慧凱醐髄獄凱．ヒ籏灘、纈畷数を調査し減k｛・va・e・Hlし・更に之を掃立騰燭

する百分率を以て示す時次の如くなる。

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　3　　　表

試　験　温

SG　通　旺

明黄色旺

中周色匠
暗黄色ittr

掃立
獄救

1255

1240

1蹴0
1215

四齢

起獺数

900

1145

1070

1〔〕03

稚獄期

減獄敗

．　1　　厩

i

355

95

170

2　t2

』二瑛

銀数

，1．羅期

減獄数

803

1099

999

911

97

46

71

92

結繭
懲敗

754

10盛0

986

885

脚1・

減慧吸

49

59

ユ3

26

減獄
総敗

稚獄期

減蹴
歩合

501

200

Ca5・A

330

批銀期　　　飼育中

露縢
　％
28．29

7．66

13．71

17．45

　％
7．73

3。7ユ

5．73

7．57

　％
36。02

11。37

19．4d

25．02

族中
　　　滅獺
減慧　歩合
歩含

　％
3．90

4．76

1，05

2．1庄

明黄色麗最も滅慧歩合少なく、中闇色匠之れに亜ぎ、暗黄色匠、普通匝最も多し。

　％
39．92

16，13

20．49

27，16

　然して普通匝の減羅歩合殊に多き故を以て．探種に當りて太陽燈iにて分離せるものは、分離

せざるものに比して可なりとするは輕卒に過ぎる嫌あるも、後述する種女なる黙よりして、晴
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黄色繭を除く寓は相當實用．L便値ある如く思考さる。

　3．鷲　休　璽　量

蟻獄洛齢起獄五齢囎讃及び熟獄休最を榊、次の如き祓績を得leり。（謝100頭）

第　　　4　　　表　　（瓦）

試　験　腿

暫　　樋　　旺

明　黄　色　匿

中　間　色　旺

暗　黄　色　畷

蟻　慧

O，0398

0．O盛03

0．0403

0．0412

2齢起鎧

〔｝．470

0．510

0，d90

0．460

3齢起獄

2．850

3．OLO

3．000

2。820

d齢起獄5齢起i齪

15証20

15．620

16。620

16，170

5齢盛慧　　　　熟　　　観

雌1雄「勒雌i雄「鞠

73，9　466．0　375．0

70．7　d66．0　368，0

76，0470．0　409．0

74・ r　490・01418・o

生20．5　　409．0

虹7．0　398．O

t139．5　404．0

45d』．0　417・0

365．0

31d．0

3d5．⑪

377．0

887．0

355．0

37d．5

397，0

大体に於て明黄色匿最も擁く、晴萱色嘔最も重く、普通旺、中間色鳳は爾著の中聞に位する

ものS如し。　　　　　　n

4．結繭歩合
結爾穎数蚊に結繭重量は次の如し。

　　　　　　　　。　　　　　第　　　5　　　表

試　験　　1置
結　　繭　　願　　数　（粒）　　　　　　結　　繭　　重　　量　（瓦）

普樋繭　1屑　繭　1同巧繭　1　計 鞭酬騨1同劇・・
こ普　　通　　砥 687 生9 9 7庄5 1生29．0

明　黄　色　硬 977 43 10 10BO 1993．5

中　間　色　礁 927 17 21 965 1928．0

暗　費　色　砥 839 26 10 875 1687．5

結繭頴鍛の掃立慧鍛に封する歩合を以て示せば次の如くなる，

第　　　6’　　表

90。5

78．5

30．5

d9．0

37．5

44．0

89．0

37．5

1728．0

2116．0

20d7。5

177d，O

試　　　験　　　渥

薪　　　通　　　1旺

明　　i黄　　色　　謎

中　　間　　色　　匿

暗　　費　　色　　颪

普　涌　繭

54．74

78．79

74．76

69．05

t，・　　繭

3。90

3護7

1．37

2．14

同　巧　繭

0．72

0．81

1．69

0．82

計

59．3（壷

83．07

77．82

72．02

　　結繭重量よりするも結繭顯数よりずるも明黄色1副或績最も宜しく、中間色匠之れに次ぎ曙責

　色癌及び普通匠威績劣る。’

・　　5．　繭　質　調　盗

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　7　　　表

試　験　　匪

普　　通　　1置

明　黄　色　匠

1　　立

馴鰍
粒
81

80

　瓦
169．0

171．0

劃100穎繭重量

雌「副鞠
230．7

227．4

188．7

168．9

209．7

198、2

鋤・。o願繭麿量’i 戟@繭展歩合　　゜
雌酬鞠：1酬Ut・　［・1・・　tej

33．8　　32．0

33．0　　30．1
　［

3？，9

31．6

14．65

工生．51

16．96

17．82

15．69

コ5。94、
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膿擁聯錦1読1鋤ll：繍酬1：蹴1°ll翻
明超嘔及び中冒絶冊よ繭蘇小なれども繭暦歩合ぱ大にし一C，樋1磁び聯で色鵬繊

量大なれども繭贋歩合小なり。

6，螢光色調査
牧繭の調査絡りたるものに就て螢光色を槍し、色相別粒激及び分離の割合を訓査せるに次の

如き成績を得たり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　“

　　　　　　　　第　 8　表
（1）ヒ　繭

試験曜

普　髄　匠
明費色1彊
中間色1亟
咄黄色賊

螢光色朋粒数（粒）　　 同　上　百　分　講（％）

（2）中　繭

HJ・黄酬，欄酬暗艶繭明蕾色劃・問㈱レ㈱繭

31

484

182

83

3些3

370

403

302

　　　ク313　　　4．51
123　　　　　　　　49昌5d

342　　　ユ｛）．63

454　　　　　　　　　9．8～｝

49。93

37．87

d3．47

35．9と）

45。56　・

12．59

36．89

5乱ユ1

試験匠

普　踊　歴

明黄色斑
中聞色匿
暗黄色颪

1螢光色別粒敷㈹
明髄刺欄舗レ麟色繭

2　　　14
6．　　　13

3　　　　8
1　　　 6

25

5

2

15

同　上百分 傘（％）．

嚇鰍レ燗色剃暇齢

（3）下　繭

A．88　　　34．14
25．00　　　　　　　　5・k．16

23．08　　　　　　　61。54

d．55、亀 @26．27

60，98

20。84

15．38

68．ユ8

試瞼照

普層 ﾋ　匪
明黄色匝
中問’色湿

暗貰色漉

1螢光色別粒数（粒）

団髄酬欄舗職舖
O

O

o

o

2　　　　6

5　　　1d
1’　　　3
0　　　　d

同上百分摩（％）
明艶繭L」型盤L上里黄璽＿

　　　0　　　25、00
　　　0　　・呂6．32
　　　0　　　25．00

1　　01　　0

75．0‘，

73．68

75㌧00

100．oo

（の同　巧 繭　　　　　　　　　　　　　引．「
螢光色粗刎粒数（粒）

試瞼匠 ｾ黄色副刺1葱司暗黄隼繭

tn

@聾　疵　国　　　 o

　明黄色匿　　　
O

　中悶色慨　　　o
　略「黄色II置　　　　o

0

8

7

生

岡　上　百　分　黎（％）．．

獺色刺中馳繭1暗艶繭

9

2

ユ‘i

51

E

0

0

0

0

　0
80、OO

33．33

40。OO

100．〔〕〔｝

20．O〔｝

66．67

60．00

一L繭、中繭，下繭及び同巧繭を螢光色相別に統一し、一表を以て示すと次の如くなる。
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第　　　9　　　衷

試　験　　慨

薪　　麺　　匿

明　黄　色　優

中　間　色　甑

晴　螢　色　匿

螢光色粗瑚粒数（粒）
明艶副・醐色刺職色繭

P3

490

185

84

359

396

庄19

312

：353

1磁

361

479

同　　上　　百　　分　　摩　（％）

賦色酬・間舗巨灘繭
4．d3

生7。57

19．17

9．60

48．19

38．4！）

43．42

35．66

d6．38

13，98

37．41

54．74

　巨Pち上表に依り知り得る事は

（1）　明黄色囁は明黄色繭最も多く、中聞色繭之れにi次ぎ．曙黄色繭最も少なく。

（2）　中間色厩獄繭は中間色最も多く、暗黄色之れに…次ぎ、明黄色最も少なく。

（3）　曙黄色旺慧繭は曙黄色最も多く、中聞色之れに…次ぎ、明黄色最も少なく。

（4）普通匝獄繭は中聞色及び曙黄色略相等しぐ、明黄色最も少し。

密防これに依り槻る隊河野氏の言はる蜘へ次雌睨成繭の螢光色は母繭の螢光色に支

配せらるSこと大にして、明に遺傳的の關係あるものなる菓を知るを得ぺし。

　7，獲蛾繭歩合
探種後に於て獲搬繭、死籠繭及び蛆鐙繭を調益し、磯蛾繭歩合及び不磯蛾繭歩合を求めたり

次の如し。

第　　　10　　　…長

（1）普　　通　　旺

螢　光　色　　｛優蛾繭

　　　　　　　　　　粒
明　黄　色　繭　　　　29

中　問　色　繭　　　　271

賠　黄　色　繭　　　　2磁

　　計　　　　　　　544

不　畿　蛾　繭

死釧蝋繭計
計　　褒蛾繭歩合

粒
　2

67

63

132

粒　　　粒　　　粒
0　　　　　　2　　　　　　3ユ　　　　　93．55

57234379。016　　　　　69　　　　　313　　　　　77．96

11　　　並3　　　G87　　　79．18

不褒蛾繭歩合　（％）

萎璽墜墾L竺・

6．45

19．53

20．J．2

19．21

　0
1．46

1．92

1．60

6．d5

20。99

22．04

20。82

（2）明黄。色1匝

螢　光　　色

明　黄　色　繭

巾　問　色　繭

暗　黄　色　繭

　　計

不　渡　蛾　繭
爽蛾繭 瑞w繭一罰「－

粒　　　粒
347　　　工29

3箆lll
691　　　266

　　粒
　　8
、　　11

　　1
　　2e

粒
137

104

45

286

計

粒
484

470

123

977

嚢蛾繭渉合

71．69

77．89

63，41

70．73

不獲蛾繭歩合　（％）

嚢籠蓉1罪鑛蓉上⊥言㌧

26．65

19．79

35。77

‘a7．dO

1．65

2．34

0．81

2，05

28．31

22．13

36．59

29．27

（3）　　rli　　艮胃　　色　　匠

螢　光　　色　　獲蛾繭

　　　　　　　　　　粒

明黄色繭　
1（Sth

qi　　i昌］　　色　　繭　　　　　　365

　　不　獲　蛾　繭

死釧虹劇計
繭

不i震蛾繭歩合（％）　　　　　　　　　　一

1計
計 畿蛾繭歩合

騨1舞鍵馨1計
｝－@　　　1粒　　　粒　　　粒

12　　　　5　　　　17

28　　　　10　　　　38

粒
181

403

90．6工　　　6．63

90．57　　　6．95

2．76

2。d8

9．39

9．43
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　　　　　　　　　　　　　　　　1暗黄v色繭 @訓鋼蔀1舗鵬閣1：潟：ll
（4）　　π替　　黄　　色　　旺

螢光色

明黄色繭
巾間色繭
暗質色繭
　計

磯蛾繭

粒
、81

262

302

6孟5i

不獲蛾繭
死酬繊嗣計

粒　粒　粒
2　　0　　2
34　　6　　40

139　　　　　13　　　　　152

175　　工9　194

計獲蛾繭歩u騨衡勢璽「r、
1不隙繭齢（％）

魏i97．592，4ユ　。2．aエ

302　「86．75’11，26　工．99　13．25

　　　　　　2．86　　　　33．48　　　　30；62生5生　　　　　66552

，、5176．882。．862．2623．、2

1　　　‘
焚蛾繭歩合の最も大なるは中闇色匝にして、普通置、曙黄色賑、明黄色厭の順に小となるσ

鯛黄色匝の不獲蛾繭の多きは遇然か否か確ならす。

然しながら同一試験麗の域繭を螢光色相別に槻察する時b明黄色繭が獲峨繭歩合i黄も大にし

て、申闇色繭之れに次ぎ．曙黄色繭は最も小なるを見る0

8．卵色調査
探種後卵色を調査せるに次の如き域績を得たり。

　　　　　　　　第　 11　表
（1）二普通画

親繭の澱光色

♀　　　 ♂

明黄色×明黄色
9　　　 6

中問色×中間色
9　　　

♂

暗黄色×暗黄色

　　計

供試蛾畷数

頭

6

37

43

86

卵　色

緑 色 卵

藤　色　卵
緑．色　卵
藤　色　卵
緑　色　卵
藤　色　卵
緑　色　卵
藤　色　卵

所　 圃　 卵

蛾麗撒1歩合
蛾
6
0

21
16

10
33

37
49

　o／0
100．00

0

56．76
旺3．24

23．26
76．74

43．02
56．98

（2）明黄色匠　　　　　　　 ．　　　　　va

親繭の螢光色

9　　　G明黄色×明黄色
♀　　　δ

中間色×中間色
♀　　　 6

暗黄色×暗費色

　　計

倶試蜘蓬数

56

55

9

120

卵　 色

緑　色　卵
藤　色　卯
緑　色　卵
藤　色　卵
線　色　卵
藤　色　卵
線　色　卵
藤　色　卵

所　　厨　　卵

蛾旺馴歩合“
56
0

52
3

5

d

113
7

100．〔｝0

0、

91．55
5．d5

55．56

d4．44

94。17
5．83
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（3）　中　聞　色　寵

親繭の螢光色

　9　　　　　　　6

明黄色×明黄色
　♀　　　　　　　6

中間色×中陶色
　9　　　　　　　♂

階黄色×暗費色
　　　　計

供試蛾旺数

蛾

32

93

6並

189

卵　　　色

緑　　色　　卵
藤　　色　　卵

線　　色　　卵
藤　　色　　卵

緑　　色　　卵
藤　　色　　卵

線　　色　　卵
藤　　色　　卵

所　　　　罵　　　　卵

蛾斑敷1渉　合
　蛾
　31
　　1
，　工7

　76
　38
　26　　1

　86
　コ03

薫
96．87
3．13

18．28
8L72

59．38
眺O．62

45、50

5d．50

（4）　暗　　寮～　色　　匝

i親繭の螢光色 俳試蛾展数

　9　　　　　　　6

明黄色×明費色
　♀　　　　　　　♂

rl】間色×中聞色
　♀　　　　　　　6

暗黄色×暗黄色

　　　　趾　　　1

16

47

5生

117

卵　　　色

緑　　色　　卵
藤　　色　　卵

繰　　色　　卵
藤　　色　　卵

緑　　色　　卵
藤　　色　　卵

緑　　色　　卵
藤　　色　　卵

所　　　　圃　　　卵

蛾匿敷卜歩　合
　　　　蛾
　　　　16
　　　　　0

　　　　4d
　　　　　3

　　　　17
　　　　37
、　　　　　　77

1　　・・

　％
ユ00。00

　0

93．62

　6．38

31．48
68．醜

65。81
34．19

（5）囎色匝の嚇絶繭蹄黄色嘔の蔽色繭とを探り灘雄の螢光色の5塾るのを交配したる

　ものに就て調査せりo　　　　　　　　　・

親繭・螢光

　9　　　　　　♂
明黄色×明黄色
　9　　　　　　　6

暗黄色×暗黄色

　　　　　1
供試蛾腿数　　　　卵　　　色

蛾

・・　馨匿開
・・　麓魯器

所　　　　踊　　　　卵

蛾匪数1歩　合
蛾
盛2

0

10
15

　％
10〔⊃．OO

　O
40．｛〕0

60．00

　上表よりi次の如く概括するを得たり。

嚇色歴の鋼嘔には馳卵多く，”絶卵甚だ少なく、樋鳳申聞色風噌艶励ζ於て

は藤色卵増加す。

　而して之れを各蔑毎に槻察するに

（1）朋黄色繭より得たるものに於ては線色卵多くして藤色卵甚だ少し。

（2）1麟色繭より得たるものにありては鮪卵甚しく減じ、藤色卵著しく鰹蜘す・

（3）　中聞色繭より得たるものは噌黄色繭程ならざるも藤色卵多し。

（4）明黄色繭（♀）・轍醤1靖（♂）のものは嚇齢のもの噸似し・縄難だ多く・藤色卵

　少なし。

（5）　噌黄色繭（♀）×明黄色繭（舎）のものは暗黄色繭のものに類似し、藤色卵多く、線色卵少し。

勘1ち明黄色繭より得たるものには緑色卵多く、曙黄色繭より得たるものには藤色卵多し。

　而して共卵色は著しく母蛾の繭の螢光色に支配せらる。

　繭の螢光色と卵色との關係に就ては昭和4年に於て本試験に供用せんがため螢光色相別に探



5唱　　　　・、　鯉　緯　eg　難　誌　　　　　　曄賂

種したる揚合に於ても明に認め得たる庭にして之れが結果を示せぱ次の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　12　　　表

親繭の螢光色

曹通に探種のもの

　♀　　　　　　　6

明黄色×明黄色
　♀　　　　　　　3

中間色×中間色
　9　　　　　　　6

暗黄色×暗黄色
　♀　　　　　　　♂

明黄色×暗黄色
　9　　　　　　　6

暗黄色×朔黄色

供試蛾匪数

蛾

58

69

122

55

48

59

卵　　　　色

線　　色　　卵
藤　　色　　卵

緑　　色　　卵
藤　　色　　卵

緑　　色　　卵
藤　　色　　卵

緑　　色　　卵
藤　　色　　卵

緑　　色　　卵
藤　　色　　卵

繰　　色　　卵
藤　　色　　卵

所　　　　驕　　　　卵

蛾】載搬1歩　　合
礒
50

　8

68

　1

106
16

26
29

47

　1

21
38

　死
86．21
13．79

98，55
1．45

86，89

13，U

47．27

52．73

97，92

2．08

35，59

64。41

9，病襟　歩　含
各匠別に病毒槍在を行ひ、病毒歩含を求めたるに次の如き成績を得たり。

但し前年に於ては病毒槍査を行はざりしものなり。

、　　　　　　　　　　　錐　　　　13　　　表

競繭の螢光色

讐　　　　捕　　　　畷

朋　　黄　　色　　匠

中　　間　　色　　慨

暗　　黄　　色　　凪

供　　試　　蛾　　激

蛾
92

18d

199

152

病毒蛾数1病轟歩合
蛾
0

1

3

10

普通匝、明黄色匠，中闇色1直に少なく、噌黄色匠に多きを知るを得べし。

　％
0

0．5生

1．51

6．58

v．要　　　結

　國獄支七號の成繭を螢光色相別に探種し、次代獄児、成繭、鷲卵に鋤する強々なる影響を槍

し、次の如く棚括するを得たり。

1．経過は明黄色匠及び中聞色匿は、普通匠及び疇黄色匝に比し速かなり。

2．減翻歩合は朋黄色匠及び中間色騒小にして、曙黄色冠及び普通匠大なりQ

3．獄体箆量は明黄色TnM．FL最も輕く、暗黄色匝最も重く、普通匠、中間色匝は爾者の中聞に位す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14．結繭重量及び結繭粒数は明黄色匪及び中間色匠多くして、普通櫃及び陪黄色匝は少し。

5．繭重量は普通湿及び曙黄色麗大なれども繭暦歩合は朋黄色匝．中闇色匠大なり。

6．成繭の螢光色は明黄色匠は明黄色繭最も多く。中闇色旺は中間色繭最も多く。暗黄色廠は

　曙黄色繭最も多く。普通旺は中聞色繭及び【曜1苛色繭略相等しく、明黄色繭最も少し。Ellち親

　繭の螢光色に皮配せらるる事大にして、明に遣傳的の關係あるものなるを知るを得。・

．7．獲蛾歩合は中間色匠大にして明黄色麗小なり。然しながら同一試験匠内に於て槻る時、明

　黄色繭が最も大にして、申聞色繭之れに次ぎ、噌黄色繭は最も小なるを見る0

8．螢光色と卵色との關係は各麗別に之れを槻る時、明黄色庭に緑色卵多く、藤色卵少なく、

　中聞色匝、暗黄色匝、：普通匝共に藤色卵混入の比率を増すQ
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・然しなが「ら同一試験匝に於て乏を観る時は’

（1）　明黄色繭には線色卵多く、藤色卵少く。

（2）　暗黄色繭には緑色卵少く、藤色卵多く。

（3）　中關色繭にありても相當藤色卵を生じ。

’（4）親繭の螢光色が雌雄異る傷合に於ては、母蛾の繭の螢光色に支配せられ、線色卵を多く生

　じ或は藤色卵を多く生す。

’，9．病毒歩合は噌黄色匠が他旺に比し、甚しく多きを示す。

　要するに太陽燈をflj　Ptて選繭を行ひ、螢光色相別に探種する時は、　i次代に於て種々異れる形

質を有する獄を田す事を得べく、叉之れを實用的方面より槻る時、嚇黄色繭を種繭から除去す

る事は次代糠兇を齊一にし、飼育を容易にする察を得べく、倫病毒歩含を減少し得る如く思考

さる。

　然して獄繭の螢光色、明黄色は或程度まで弧健を意味するものと言ふを得べし。

　以ヒは國鷲支七號を材料として試験を行ひたるものなるが1チ1二上博士は昭和を用ひて同一一Pt

鹸を行ほれ、螢光色相別に探極したる次代獄の諸形質に差異なしとの放績を保持せられて居

るo　（未獲表）

　斯る鮎よりして獄品腫の如何に依りて差異を表すものと然らざるものとあるを知る。

　本調査に當り山本鵬長の示教を仰ぎたる事多し蝕に深謝の意を表す。（岐阜縣高山獄業試瞼傷

に於て）
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Studies on the Fluorescent Colours of the Cocoons of 

the Silkworms.

by Hisahi YAMAZAKI and Iwazoh TANIGUCHI

（ReGeived　May　19，1932．）

．　　　　（1），On　the　various．proper七ies　of　the　silkworms　of　the　second　generatめn，

　　　　which　were　bred　from　the　seed－cocoons，　selected　according　to　the　fiuorescent

　　　　℃010urs，　when　irradiated　by　a　quartz－lamp∫

　　　　、’It　was　already　known　that　various　fluorescent　colours　are　observed　on　the
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cocoons　of　the　silkworms，　when　irradiated　with　a　quartz－1amp．　These　fluo・

rescent　colours　are　correlated　with　the　sexes　of　the　silkwormS，　te　nperatures

and　humidities　during　their　cocoonipg，　and．also　the　hea工th　of　the　silkworms．

The　cocoons　can　be　distinguished　by　the　colours　and　their　ascendants　can　be

reared．　In　this　paper　the　properties　of　t1ユe　next　descendants，obtained　by

this　method　are　treated　as　follows：一

　　‘‘Kokusan－Shi　No．7”，　a　variety　of　the　silkworms，　was　reared　in　the　spring

tiα1el　1929，　and　the　cocoons　yieled，　were　classified・into　three　divisions　acc6r－

ding　to　the　fluorescent　colours，　that　is，‘‘Bright　yellow，㌔　‘‘Dark　yellow”，　and

“Medium　colour”，　whos弓fiuorescent　colour　was　intermediate．between“Bright

yellow”and　‘‘Dark　yellow”．　The　moths　ernerged　from　the　cocoons，　were

left　respectively　to　copulate　freely　and　lay　eggs．　The　silkworms　hatched

fro皿theaユwere　reared　in　the　spring　1930．　The　various　characters　of　the

silkworms　of　the　three　divisions　were　co皿pared　each　other　and「the　following

results　were　obtained，　As　the　control　division　some　silkworms　were　reared

as　usua1．

　　1．The　silkworms　of　the“Bright　yellow”and“Medium”division　grew

quickly　as　compared　to　those　of　the“Contro1”and‘‘Dark　yellow”．

　　2。The　percentages　of　the　losses　of　the　silkworms　during　rearing　were

lower　in　the“Bright　yellow”and。Meliium”than　in、　the。Control”and，，Dark

ye110w’，　division．

　　3，The　silkworms　of　the“Bright　yellow”division　were　lightest　in　the　body

weight　and　those　of　the“Dark　yellow”division　heaviest．

　　4．The　total　weight　and　nu』皿ber　of．the　cocoons　were　Iarger　in　the‘‘Bright

yeUow”and“Medium”division　than　in　the“Control”and“Dark　yellow”．

　　5，The　weights　of　the　cocoons　were　heavier　in　the‘℃optrol”　and‘‘Dark

yellow”division　than　the“Bright　yellow”and‘‘Medium”division．

　　6．The　bright　yellow　fluorescent　cocoons　were　found　in七he　largest　nu　rmber

in　the“Bright　yellow”division，　and・the　similar　relations　were　found　in　the

other　divisions，　　In　the　control　division　the　cocoons　of　the　medium　and　dark

fluorescent　colour，　were　found　in　the　same　number，　and　those　of　the　bright

yellow　colour　in　the　smallest　number．・From　the　results　the　fluorescent

colours　of　the　parent　cocoons　were　known　to　have　a　close．relation　to　those　of

the　second　generation．

　　7。The　percentages　of　emerging　of　the　moths　were　largest　in　the　medium

diVision　and　s’ Mafi　est　in　the　bright　yellow，　but　in　each　division　the　moths

were　emerged　in　the　largest　number　from　the　bright　yel1Qw　fiuorescnt　cocoons

and　in　the　smallest　from　the　dark　ye110w　fluorescent　ones，

　　8．　The　relation　between　the　fitlorescent　colours　of　the　cocoons　and　the　co－

10urs　of　the　eggs　was　in　general　as　fo110ws：一　The　green　eggs　increased　in

number　in　the　bright　yellovs・division　and　the　lilac　ones　decreased，　but　the

reverse　was　the　case　in　the　medium　and　control　division，　Bu仁in　each　divi一
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SlOn　the　gree鎗e塞gs　were　in　the　higheSt　perCen’むage　in　t難e　brigh£yelloW　diVi－

sion　and　i簸the　lowest　ilユ癒e　dark　yellow　clivisio－R．　When宅he　female　a捻d

male　cocoons　were　differentぬthe　fiuorescent　co沁urs，　the　colours　of　the　eggs

were　governed　by　the飾orescent　colo「ur　of　the　female　olユce・

　　9．The　moths　at捻cked　by　Pebrme　d玉sease　were　laig”fiest　in　percentage　m

the　dark　ye正low　division．

　　From　the　above　results　by　selectirlg　the　cGcoons　accく》rd圭ng　to　the碧uores－

cent　colours，　the　specia星characteristic　silkworms　can　be　ob宅ailtecl，　and　it　can

be　proved　that　by　sdecting　t捻e　cocoons　of　the　bright　yellow飾orescer1℃co・己

lOUr，　healthy　SeeδS　CanωSOme　eXtent　be　ge宅．　The　abOVe　resし1夏tS　Were　Ob－

ta漉d　from乞he　exper圭ments　on　the　variety“Kokusan　Sh1　No．7”，　but　from

the　results　of　Dr。1　nouye’s　experiments　Gn　the　variety　‘‘Showa”，鍛o　differeRt

properties　could　be　fouRd　in　the　silkworms　of　second　generation，　so　it　can　be

known毛hat　the　different　resul毛s　would　probably　be　due　to　the　dif£erences　of

the　variet・y。


